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平成１９年あいさついっぱい 笑顔いっぱい みんなの船越小学校

学 校 だ よ り ２月 ＮＯ．１０
広島市立船越小学校 平田健三http://www.funakoshi-e.educity.hiroshima.jp/

１月１８日に行いました２学期制保護者説明会には１８０名程のご参加をいただきま

した。真冬の寒い折り、ご多用の中、多くの方にお集まりいただき誠にありがとうござ

いました。短時間の説明で不十分な面もあったかとは存じますが、本校が進めようとし

ている２学期制の概要についてはご理解いただけたのではないかと思います。

冒頭、私の挨拶の中で という話をしました。「今、スーパーに納豆がない！」

情報をこの話をさせていただいた趣旨は、私たちが一つの情報に踊らされることなく

、ということにありまし吟味し、自分で考え、判断することを大事にしたい
た。勿論、経験することによって確認し、判断するということも大切です 「納豆にダ。

イエット効果あり。実験により２週間で○㎏やせる効果が・・・」という情報が流れる

や、納豆売り切れの店が続出 ・・・その後のデータ捏造事件 「やっぱりね」と思われ。 。

た方も少なくなかったはずです。納豆の需要は急激に落ち、処分せざるを得なくなった

自分とか。しかし、です。そんな中で続けている人もいます。効果があるか無いかは

という人たちです。で確かめて判断する
船越小学校は来年度２学期制を実施します。私たちが長年慣れ親しんできた３学期制

を変えます。それは、１月号の学校だよりでも述べました「改革とうい言葉に踊らされ

常に子どもにとるのではなく、今の社会の変化、制度・環境の変化に敏感に対応し、

を果敢に求めていかなければなりません。そのような意味って最善と思われる教育
のある改革を断行することには臆病になってはならない、と自戒しています 」という。

考えに基づいています。ですから本校では をキ「子どもと向き合える２学期制」
ーワードにしています。子どもの指導にかかわる時間を少しでも増やしていきます。子

どもの心に寄り添い、ふれあう時間を増やしていきます。２学期制も実際にはやってみ

ないと分からないことが多々あるでしょう。子どもにとって良いと信じることにまずは

取り組み、本当に子どものためになるのかを確かめます。子どもたちや保護者の思いに

しっかり耳を傾ける努力も行い、改善すべきは改善していきます。２学期制の実施につ

いてご理解とご協力を賜りますようどうぞよろしくお願いいたします。

尚、２学期制の実施に伴い、 に開催する予定来年度の運動会は 【６月２日（土 】、 ）
です。土曜日の開催、春の運動会ということで賛否両論あることと思いますが、これも

実際に行ってみて、春と秋どちらがいいか 「土、日」のいずれがいいか等も考えてみた、

いと思っています。ご理解、ご協力の程よろしくお願いいたします。

子どもと向き合える２学期制に
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毎朝、子どもたちの安全を見守ってくださる地域

、 。 、の方 保護者の方がいらっしゃいます この寒い中

本当に有り難いことだと感謝の気持ちでいっぱいで

す。子どもたちに明るいあいさつもしっかりかけて

くださり、子どもたちはさぞかし元気づけられてい

ることでしょう 「○○君は今朝、元気がなかった。

よ 「○○さんは今朝はまだ通ってないね。休むの」

かな」と、子どものことを気にもかけてくださいま

地域で子どもを育てるとはす。

このようなことを言うのではないでしょまさに
うか。

五年生の男児が感謝の気持ちを丁寧な文字で紙に

したため、毎日立って下さっている地域の方に手渡

子どもの成したそうです。育てていただている

長の一つの姿ではないでしょうか。
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低学年なわとび大会 １月２９日

高学年なわとび大会 １月３１日
いずれも児童会（体育委員会）の主催で２０

分間休憩を活用して行いました。低学年は短

縄を高学年は長縄で８の字跳びを。この大会

に向け、休憩時間に外で縄跳びをしている姿

をよく目にしました。こういう取組みこそ

無理のない、効果的な体力つくりの方

だと思います。これからもいろいろ工夫し法
ていきたいと思います。

心に響いたことば

現サッカー日本代表監督 イビチャ・オシムの言葉
（日本経済新聞の記事より）

「経験は確かに重要。しかしサッカーは非常に進化が速く、昨日

大事なのは学び続ける気持の経験が明日も役立つとは限らない。

周囲の言葉に耳を傾け、敵味方のプレーに何かを感じ、それち。

。を自分に生かせるかどうかだ。」※何事にも当てはまることだと思いませんか


